
1

武蔵野市地域防災計画（令和８年度修正）の主なポイント 【資料２】

国・東京都・武蔵野市の動向に伴い、以下のような修正を行う予定。

【国の動向】
・新たな防災気象情報の運用開始に伴う修正：気象庁において令和８年５月29日から運用開始された新たな防災
気象情報に基づき、風水害時に市が施設等に伝達する情報や、市が水防活動を実施する際に扱う警報等を更新した。

―風水害編 第２部第１章計画の方針 風-２

【東京都の動向】
・複合災害への対応：東日本大震災では地震・津波・原子力発電所事故が複合的に発生したことや、令和２年７月豪
雨が新型コロナウイルス感染症の流行下で発生したことなどを踏まえ、地震・風水害・火山噴火・感染拡大などの複合災
害を想定した対策と、その際の留意すべき事項について、都地域防災計画の記載をもとに追記した。

―震災編 第１部第５章複合災害への対応 震-28～

・東京都地域防災計画（火山編）の修正：国の検討状況や都の対策の進捗を踏まえ、東京都では地域防災計画（火
山編）を令和７年５月に修正した。火山対策に係る到達目標や、火山噴火降灰時の避難者対策、火山灰の運搬・収集・処
分等の対策内容について、都地域防災計画の記載をもとに更新した。

―火山噴火降灰編
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武蔵野市地域防災計画（令和８年度修正）の主なポイント

【武蔵野市の動向】
・減災目標の修正：東京都の減災目標（2030）よりも高い目標値を維持し、市の事業の進捗や市を取り巻く環境変化に
応じて、目標達成のための主な具体的な対策の更新を行った。

―震災編 第１部第４章被害軽減と市民生活再生に向けた目標（減災目標） 震-21～

・東部地区緊急医療救護所設置場所の再設定（宮本小路公園）：吉祥寺南病院の診療休止（令和６年10月）
に伴い、後継病院建設までの数年間における東部地区緊急医療救護所の設置場所を検討し、臨時の緊急医療救護所として
吉祥寺の杜宮本小路公園を設定した。

―震災編 第３部第６章医療救護等対策 震-267～

・遺体収容所指定施設の追加（武蔵野プレイス地下３階）：市の遺体収容所指定施設としていた武蔵野市民会館
に加えて、よりよい施設条件を満たす施設の確保の観点から、武蔵野プレイス地下３階を追加した。今後は、武蔵野プレ
イス（地下３階）を第１指定施設としつつ、エレベーターが使用できない等の事態が生じた場合に備えて、武蔵野市民会
館を第２指定施設とするなど、二段構えの体制とする。

―震災編 第３部第６章医療救護等対策 震-268～

・キタコンDXの導入：都が開発したスマートフォンのＧＰＳ情報等を活用し発災時の人流混雑状況を把握するとともに
一時滞在施設の開設・運営状況を把握する帰宅困難者対策オペレーションシステム「キタコンDX」を、市の帰宅困難者対
策の初動・応急対応に活用する。

―震災編 第３部第７章帰宅困難者対策 震-322～
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武蔵野市地域防災計画（令和８年度修正）の主なポイント

【武蔵野市の動向（災対各部事業）】

・災害時地域支え合いステーションの情報更新：災害時地域支え合いステーション運営の手引きの更新（令和
６年６月）を踏まえた修正を行った。

―震災編 第３部第８章避難者対策 震-369

・被災者生活再建支援業務の手引き作成：発災から罹災証明書交付までのフローチャートを作成するとともに
、罹災証明書を速やかに交付できる体制を確保するため、令和８年度に「被災者生活再建支援業務の手引き」の作成を
行った。

―震災編 第３部11章住民の生活の早期再建 震-426

・雨水出水浸水想定区域の指定：想定し得る最大規模の降雨により内水氾濫が発生した場合に、浸水が想定され
る区域（雨水出水浸水想定区域）を令和８年３月に指定し、浸水想定区域における避難体制確保等に関する記載を追記
した。

―風水害編 第２部第１章風水害予防対策 風-15～

・洪水浸水想定区域の指定：都管理河川である仙川の洪水浸水想定区域が令和６年２月に指定されたことに伴い、
浸水想定区域における避難体制確保等に関する記載を追記した。

―風水害編 第２部第１章風水害予防対策 風-15～



4

武蔵野市地域防災計画（令和８年度修正）の主なポイント

【武蔵野市の動向（防災課事業）】
・実効性の高い訓練の実施・検証（令和６年度～）： 実効性のある訓練の実施・検証として、災害対策本部機能

の向上をはじめ、災害対策各部における災害対策業務や各種マニュアル、避難所運営組織が実施している訓練などの検証
を行うとともに、実践的な訓練を通して、震災時における職員や避難所運営組織の役割の再認識、災害対応力や防災意識
の向上を図っている。 ―震災編 第３部第８章避難者対策 震-333

・家具転倒防止金具等購入費補助事業（令和６年度～）：武蔵野市家具転倒防止金具等購入費補助金交付要綱
に基づき、全世帯を対象に家具転倒防止金具などの購入費用を、一世帯１万円を上限に補助している。

―震災編 第３部第１章市民と地域の防災力向上 震-69

・携帯トイレ備蓄に関する意識啓発事業（令和７年度）：武蔵野市民防災協会と連携をして、携帯トイレ備蓄に関
する意識啓発事業を実施した。全世帯宛てにチラシ兼引換券を送付し、引換券を持参した市民に対して携帯トイレ（１人
につき１日分）を無料で配布した。  ―震災編 第３部第１章市民と地域の防災力向上 震-69

・感震ブレーカー設置に関する意識啓発事業（令和８年度） ：武蔵野市民防災協会と連携し、災害時の出火防
止対策として、電気火災に有効な感震ブレーカーを全世帯対象に無料で配布する。

 ―震災編 第３部第１章市民と地域の防災力向上 震-69

・災害用トイレ確保・啓発事業（令和８年度）：災害派遣トイレネットワーク等からの支援により、災害用トイレ
トラックの活用を行う。  ―震災編 第３部11章住民の生活の早期再建 震-439
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